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現状分析

次年度以降への改善点

施　設　評　価　調　書
基準日　 令和7年3月31日

施 設 名 下田市立青少年海の家 施 設 番 号 10004
施設大分類 社会教育系施設 施設中分類 博物館等 施設小分類 博物館等
所 管 課 教育委員会生涯学習課

　設 置 目 的 の 達 成 度

運営事業名 R5年度実績値 R6年度目標値 R6年度実績値 対前年度比 目標達成率 評価
施設総利用者数 1,188 1,100 1,946 163.8% 176.9% A
施設総利用者数（市

内） 109 210 228 209.2% 108.6% A
- -
- -
- -
- -

設置目的に対する総合評価 A

運営事業名 R7年度目標値 備　　　　　考

施 設 名 称 下田市立青少年海の家 施 設 番 号 10004

設 置 目 的

青少年の健全な育成を図る

目的達成度
の評価基準

青少年の施設利用の増加が運営目的となるため、年間利用者数を評価基準とした。
評価基準：A＝100％以上、B＝80～99％、C＝60～79％、D＝40～59％、E＝40％以下

運営事業の
意義と現状

例年、地元区誘致の教育旅行の研修場所としての利用がほとんどを占めているが、令和２年度においては新型コロナウイルス感染症により
教育旅行は中止となった。令和３年度以降回復傾向が見られるが、以前のような利用者数までは届いていない。

上記の原因

新型コロナウイルス感染症による利用者減少。
少子化。
平成24年4月より、施設の耐震性を考慮し宿泊制限を実施。

具 体 的 な
改 善 方 策

建物自体の老朽化が進み、また、利用者が多い教育旅行の中止が決まったため、活用の機会が減少しているのが現状である。土地の所有
者の整理を行うとともに、建物の今後の活用について、施設機能の廃止を含め、検討を進めていく。

R7 年 度
運営事業と
目 標 値
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施　設　評　価　調　書
基準日　 令和7年3月31日

施 設 名 下田市立青少年海の家 施 設 番 号 10004
施設大分類 社会教育系施設 施設中分類 博物館等 施設小分類 博物館等
所 管 課 教育委員会生涯学習課

　効　率　性

効率性指標 R5年度実績値 R6年度目標値 R6年度実績値 対前年度比 目標達成率

Ｂ／Ａ 531.12 586.47 296.58 55.84% 197.75%
②光熱水費 107,033 83,880 104,404 97.54% 80.34%

区分 説明 単位 R4年度 R5年度 R6年度

①使用料原価 １㎡１時間当たりの原価 円 0.04 0.04 0.04 

②稼動割原価率 年間経費を年間収入で賄えない比
率 % 7,738.66 6,716.07 4,198.63 

③１㎡１時間適正使
用料 ① × ② 円 2.91 2.75 1.65 

④現行１㎡１時間使
用料の平均

大・小ホール、会議室、楽屋等の平
均値 円

⑤適正化計画 大・小ホール、会議室、楽屋等の見
直し

年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度(予算)
人口（4月1日：人） 20,287 19,963 19,545 19,016 

運営経費 28 32 30 22 
年間総経費 27 32 29 34 

①利用単位
当たり経費

Ａ 施設総利用者数 1,188 人 1,100 人 1,935 人 162.88% 175.91%

Ｂ 下田市年間経費 630,966 円 645,114 円 573,873 円 90.95% 112.41%

効率性指標の考え方等

設総利用者数：会議室等利用者（教育旅行、各種研修。地元区利用、目的外使用）の実数を集計した。
目標値A：過去5年間の平均利用者数
目標値B：年間経費にかかる予算額（支出＋職員人件費の合算）
目標値②③：当該年度の効率性の目標値（光熱水費は集落排水含む）

受益者負担
の適正性

運営に掛かる税負
担

(市民負担) 人口1人あたり（円/人）

＊人口1人あたりの運営経費：運営経費（支出計）／人口　＊小数点以下切り上げ
＊人口1人あたりの年間総経費：下田市負担年間総経費／人口　＊小数点以下切り上げ



有 無 件

施　設　評　価　調　書
基準日　 令和7年3月31日

施 設 名 下田市立青少年海の家 施 設 番 号 10004
施設大分類 社会教育系施設 施設中分類 博物館等 施設小分類 博物館等
所 管 課 教育委員会生涯学習課

利用者満足度調査
実施の有無 調査の方法 R6年度調査数

1　調査結果
設問 回答種類 R6年度回答

２　調査結果から読み取れること

３　次年度以降への改善点



施　設　評　価　調　書
基準日　 令和7年3月31日

施 設 名 下田市立青少年海の家 施 設 番 号 10004
施設大分類 社会教育系施設 施設中分類 博物館等 施設小分類 博物館等

施設の概要
生涯学習課
社会教育係

３　所在地 下田市田牛217番地 ４　設置年月 昭和50年4月

敷地面積     3361㎡
建築面積     601㎡    延床面積     601㎡
構造          木造  地上1階

１　宿泊せず施設を使用する場合
種別 単位 昼 夜 昼夜 備考

会議室 １回 320円 530円 850円
談話室 〃 210円 320円 530円
調理室 １人 50円
浴室 〃 50円

２　宿泊する場合　※H24.4から宿泊使用は不可
種別 単位 金額 備考

一般 530円
中学生 210円
小学生 100円

毛布使用料 １枚 50円

利用料金制度 　　　　　有              　無

一部委託　委託内容 青少年海の家管理業務委託

１　施設名
　（愛称名） 下田市立青少年海の家 ２　担当課

　　 担当係

５　総合計画の
　　 位置付け

基本計画の分野 分野２　子育て・教育

施策体系 施策３　青少年の健全育成

６　設置目的 青少年の健全な育成を図る

７　設置根拠 下田市立青少年の家設置及び管理に関する条例

収容能力48ベット、会議室・談話室・調理室・浴室・広場（旧校庭）

実 施 事 業
の  概  要 市内の小・中・高校の児童生徒及び市内青少年団体・社会教育団体等の訓練・研究活動のために設置されている。

料
金
区
分

１　宿泊せず施設を使用する場合
２　宿泊する場合　＊H24.4月から宿泊使用は不可とした。

宿泊料 １人１泊 入浴並びに毛布１枚を含む。
光熱水費100円を別途徴収。

減
免
内
容

（使用料の減免）
第４条　下田市立青少年の家設置及び管理に関する条例第11条に定める公益上必要と認める使用とは次の
場合とする。
(１)　教育委員会が主催し，又は委託する事業に使用する場合
(２)　下田市内の小学校，中学校，又は学区内の高等学校が単独で又は連合して行う教育訓練又は研修の
ために使用する場合
(３)　教育委員会が認めた社会教育団体が，訓練，研修のために使用する場合
(４)　その他特に教育長が適当と認めた場合

施 設 運 営
方   　　法 直接運営

指定管理者

直接従事職員 下田市職員数　　１名

８　施設の概要

施設の概要

料 金 体 系
（利用料金）

主
な
利
用
料
金



施設の概要

施　設　評　価　調　書
基準日　 令和7年3月31日

施 設 名 下田市立青少年海の家 施 設 番 号 10004
施設大分類 社会教育系施設 施設中分類 博物館等 施設小分類 博物館等

取得費及び財源内訳 R6年度末残高 備考
建設事業費

地質調査費 建物減価償却取得価格
設計競技 建物年間減価償却額
周辺整備
用地購入 1 
実施設計料
工事管理費

取得価格　計 土地残高
　建設工事 建設工事残存価格
　電気設備工事 電気設備残存価格
　機械設備工事 機械設備残存価格

備品購入費 物品減価償却後残高
その他委託
その他工事
事務費

財源内訳
国・県支出金
市債 市債残高 0
一般財源
基金繰入

９　市 内 の
　　類似施設

下田市所有 あずさ山の家（下田市農村体験宿泊施設）

民間所有 なし

建物減価償却後残高

10　取得費等
　　　　　の情報
（単位：円）

減価償却の方法
・ 定額法
・ 残存価　1円
・ 新設翌年度から償却
・ 耐用年数22年(償却済)

11　備考


